
中学校

実
践
内
容

実施目的

①柔道が昔から盛んな地域性を考慮し、地域の教育力を活用して柔道授業の充実を目指
すことにより、生徒たちに「相手を尊敬する心」「挨拶・礼」「社会性」「節度・けじめ」
等を身に付けさせ、心豊かな生徒を育成する。
②教員の柔道への授業力をより向上させるために、指導計画（年間計画・単元計画等）を
細部まで充実させ、一単位時間の授業の質を高め、「運動好き」な生徒を育成する。そ
れにより、生徒自らの体力向上への意欲の高揚と生涯スポーツの実践へ向けての基礎づ
くりを図る。

1 武道振興協議会の組織づくり
（1）地域人材の発掘
　市教育委員会とタイアップしながら、地域における柔道指導のできる人材をピックアッ
プして、協議会への協力をお願いする。

（2）武道振興協議会の設立
　地域の特性を生かし、柔道を通して主に学校・地域が連携して子どもたちを育成するた
めに、学校が中心となり地域の武道指導者（体協・スポーツ少年団・道場・教員等）で組
織する武道振興協議会を設立する。

2 武道振興協議会の役割（開催は年3回）
（1）柔道授業の指導計画（年間計画・単元計画等）の作成について
　主に他校の教員の指導者から、今まで培ってきた多くの実践を通して得られた経験を生
かして、年間計画や単元計画を作成するとともに、生徒に対して、いろいろな視点からの
アドバイスができるようにする。

（2）授業の実践について
　教員の指導者からは、主に授業全体の流れにかかわることを中心に、体協・スポーツ少
年団・道場の指導者からは、主に技のポイントにかかわることを中心として、教授いただ
くようにする。特に男女共習での授業に取り組んでいるため、効率的で且つ効果が上がる
指導にしていくためには、細部にわたりどのような点に留意して実践することがよいのか
を、重点的にアドバイスができるようにする。

（3）学習ノート及び手引き書「チャレンジ柔道」の作成について
　授業をより質の高いものへと変化させるために、学習ノートの内容を充実させるととも
に手引き書「チャレンジ柔道」を作成して活用していくことが大切である。各指導者は、
授業実践の時と同様に多方面からのアドバイスができるようにする。

①武道振興協議会については、地域との窓口を一本化して教頭がかかわった。
②授業においては、生徒のやる気を引き出すことが柔道を「好き」にさせ、ひいては体力
向上に役立つと考え、指導の工夫を重ねながら、生徒に考えさせる場面も取り入れる指
導過程を心がけた。
③女子の指導について、恐怖心の少ない技を取り入れる等工夫を重ねた。また、柔道部員
（男子）を指導場面で活用して授業の活性化を図った。

①地域指導者を発掘し、地域の教育力を活用する中で、学校・家庭・地域と連携すること
により、学校への信頼が深まった。

②武道振興協議会からのアドバイスを生かし、多くの工夫をする中で、生徒の技習得への
やる気をはぐくみ、授業の質的向上が図られた。そのことにより、授業における生徒の
学習意欲が高まり、体力向上へ向けての基盤づくりができた。

③礼法の指導等を通して、日常生活における挨拶等が活性化した。
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武道振興協議会②

各指導計画へのアドバイス

武道振興協議会①

授業実践等へのアドバイス

基本動作や技等の説明

柔道場の掲示物

授業の流れの確認や技の習得時に活用

手引き書「チャレンジ柔道」

学習ノート

受け身の練習

授業展開③

帯の締め方の指導

授業展開②

礼法の指導

授業展開①
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